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には、1 人 1 台の情報端末を児童生徒に配布する
必要性があることが強調されるようになってき






























さらに 2011 年 4 月には、文部科学省が「教育












 ①児童に対する効果は、児童の ICT 活用に対
する意識、児童の学習意欲および学力、児童の学
習スキルおよび学習習慣、 ②教員に対する効果
は、教員の ICT 活用に対する意識、教員の ICT













発売（2010 年 5 月）から間もない 2010 年 12 月、
全国の小中学校に先駆けて、市内の 1 小学校に
40 台の iPad を導入した。次いで 2011 年 2 月、
市内の 2 小学校に 236 台の iPad を追加導入し、
市内の 2 小学校の 4 年生以上に、1 人 1 台の情報
端末配布を実現させた。そこで、学習支援システ
ム（C-Learning）、ドリル系ソフト（e ライブラリ）
などを利用しながら、1 人 1 台の端末利用のさま
ざまな実証研究を進めてきた。このような武雄市
での先駆的な取り組みの背景には、佐賀県の「教
員の ICT 活用指導力」が 47 都道府県で最も高い
ことが挙げられる（図 1）。
これを受けて武雄市では 2013 年、市内の 11 の
全小学校、5 の全中学校の全児童生徒に 1 人 1 台
の端末配布を決め、2014 年度から市内のすべて












1 人 1 台のタブレット配布と家庭での利用によっ
3 











 ①児童に対する効果は、児童の ICT 活用に対する意識、児童の学習意欲および学力、児童の学習スキ
ルおよび学習習慣、②教員に対する効果は、教員の ICT 活用に対する意識、教員の ICT 教材開発力およ






























































































































































































・期間：2015 年 6 月
・手法：記述式（紙）







＝ school、M ＝ movies、I ＝ innovate、L ＝












































































1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生
算 数 ○ ○ ○ ○
理 科 ○ ○ ○
国 語※ ○ ○ ○
※国語は 2015 年 10 月より開始予定
スマイル学習は、対象科目の全ての授業時間で
行っているわけではない。小学校の場合、算数・
























童は、算数で 85.7%、理科で 83.7% と、ほとんど
が肯定的な評価であった（図 2）。






























                                                





























































                                                












































答したのは、3 年生では 66.1% であるのに対して、
4 年生〜 6 年生では 45% 前後に留まった（図 4）。
算数における「授業の楽しさ」でも、「とても楽
しかった」との回答は 3 年生では 62.2% だったの


































































































































































































































































3 この調査は、武雄市教頭会が 2014 年 2 月と 2015 年 2 月に、それぞれ武雄市内の小中学校全教職員を対象に実施したア
ンケート調査で、校務に対する多忙感や達成感などを尋ねたものである。






































































































































①  コンテンツ作成でよかったこと 

































































































































































































 教材開発支援企業に対しては 以下の5項目についての聞き取り調査を行い、次のような回答を得た。 
①  コンテンツ作成でよかったこと 








































































































































































































































2014 年 5 月からの実施であるため、まだ成績変
化を検証する十分な成績データがあるわけではな
い。本報告では、武雄市の 2014 年 4 月の 5 年生
の算数と国語の成績を、同じ児童が 6 年生になっ
た 2015 年 4 月の成績と比較する。
なお、同じ児童集団を対象として分析を試みる
ため、2014 年 4 月の成績は「佐賀県小・中学校









るが、2014 年 4 月調査では、武雄市平均点は佐
賀県平均点に比べ、3.8 ポイント高かったが、
2015 年 4 月調査では、1.9 ポイント高まで低下し
ている。一方、スマイル学習を実施した算数につ
いては、2014 年 4 月調査では、0.7 ポイント高かっ
たものが、2015 年 4 月調査では、2.1 ポイント高
まで向上している。
これらの調査から、同一対象者となる 2014 年



























































(%) (%) (ポイント) (%) (%) (ポイント) (ポイント)
算 数 60.4  59.7  ＋0.7     63.4  61.3  ＋2.1     ＋1.4     
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す る た め、2014 年 度 に 5 年 生 だ っ た 児 童 が、













（2014 年度 5年生と 2015 年度 6年生）
スマイル学習のない国語では、2014 年度 5 年
生時に＋ 2.19 ポイントだった正答率差分が 2015
年度 6 年生時には＋ 0.49 ポイントと 1.70 ポイン
ト低下したが、スマイル学習のある算数では、
2014 年度 5 年生時に＋ 0.24 ポイントだった正答
率差分が 2015 年度 6 年生時には− 0.16 ポイント




















































数と計算 量と測定 図形 数量関係
図 12　正答率差分の経年比較（2014 5 年生







武雄市では、2014 年 4 月に全小学生にタブレッ





























2 年生から 4 年生の国語、同じく 3 年生から 6 年































【なお、本論文は、2015 年 4 月 16 日に武雄市教
育委員会と東洋大学現代社会総合研究所の間で締
結された「武雄市 ICT 教育に関する覚書」に基
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